
  学校教育目標 

お互いを大切にし，主体的に学び続ける児童の育成 

  

自他を尊重する子ども 

  
目指す 

児童像 

 令和４年度 研究構想図 

「みなが力」を磨く子ども 

（協働性） 

最後までやりぬく子ども 

（自己調整力） 

自ら考え学び続ける子ども 

（課題発見・解決力） 

自らチャレンジし，元気よく体を鍛える子ども

（課題発見・解決力） 

ZZ 

・帯タイムを中心とした人間関係づくり， 

対話スキルの向上 

・家庭学習や自主学習の質的改善 

 

・発達段階を考慮しながら，コンテンツ（学習

内容）とコンピテンシー（自己の学び方）を

継続的に振り返る活動の充実 

 
各教科・各領域等における指導 日常の取組 

自己調整学習 
Self-regulated learning 

 

 

自己省察 

 遂行 予見 

・児童に身に付けさせたい「読むこと」の

力を明確にした単元構成の工夫 

・納得解を求めて，対話の必然性を感じる

「なぞ」の設定 

 
課題設定の工夫 

・「読むこと」の力の習得に向けた，自分の

考えを持たせる手立ての工夫 

・互いに考えを伝え，深め合う対話活動の

工夫 

 
学習方略の指導 

・「読むこと」の力と自己の学び方に対する「振り返り」の設定 

 
振り返り活動の工夫 

学習目標を設定し，学習方略について
の計画を立てる段階 
 
※自己効力感が求められ，興味が喚起

されていること（動機付け）が大切 

学習を進めつつ，その様子を俯瞰していく段階 
 
※メタ認知によって，より効果的な学びができ

るようになる 

学習の成果を振り返る段階 
 
※学習を分析した結果，現在の学び方（学習方略）が不適切

だった場合は，次の学習の際に新しい学び方を取り入れる 

自ら学び続ける児童を育成する国語科授業の創造 
～３つの段階をおさえた自己調整学習を通して～ 


